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１．2025年３月期第２四半期（中間期）の業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 1,934 0.9 46 179.1 51 191.5 78 833.4
2024年３月期中間期 1,916 ― 16 ― 17 ― 8 ―

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 101.77 ―
2024年３月期中間期 10.90 ―
(注)当社は2023年３月期中間期は連結業績を開示しておりましたが、2023年３月期第４四半期より非連結での業績を開示しておりま

す。そのため、2024年３月期中間期の対前年中間期増減率については記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期中間期 5,532 2,206 39.9
2024年３月期 5,013 2,200 43.9

(参考) 自己資本 2025年３月期中間期 2,206百万円 2024年３月期 2,200百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 ― 0.00 ― 35.00 35.00
2025年３月期 ― 0.00
2025年３月期(予想) ― 42.00 42.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,800 22.9 300 119.1 300 108.5 210 15.6 271.76

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年３月期中間期 784,300株 2024年３月期 784,300株

② 期末自己株式数 2025年３月期中間期 11,603株 2024年３月期 11,565株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 772,712株 2024年３月期中間期 772,827株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間会計期間における我が国経済は、インバウンド需要や企業収益の改善を背景とした設備投資需要、雇用・所

得環境の改善などにより、緩やかな回復基調が継続しました。一方、南海トラフ地震への警戒感、天候不順や政治情

勢、金融政策の経済への影響が懸念される状況が続いていました。

当社を取り巻く環境は、部材等の納期遅れの改善が見られる一方、円安による銅材・鋼材コストやエネルギーコス

トの上昇、部材・外注加工費の上昇が継続しており、予断を許さない状況でした。

このような経済状況の中で、当社は製品系列別強化会議等でのコストや進捗の管理、部材や購入品などのコストア

ップ要因を適切に価格に反映させる取り組みを推進してまいりましたが、受注面においては、自動車関連業界の設備

投資に対する慎重な姿勢が影響を及ぼしました。

その結果、当中間会計期間の受注高は2,399百万円（前中間会計期間比23.6％減）、売上高は1,934百万円（前中間

会計期間比0.9％増）となりました。損益については、営業利益46百万円（前中間会計期間比179.1％増）、経常利益

51百万円（前中間会計期間比191.5％増）、中間純利益78百万円（前中間会計期間比833.4％増）の計上となりまし

た。

今後におきましては、労働人口減少による人手不足を背景に、生産性改善に向けた省人化投資が見込まれるほか、

デジタル化投資、カーボンニュートラルの実現に向けた設備更新、カントリーリスクを回避する製造業の国内回帰な

ど、設備投資は回復基調にあると判断しております。こうしたニーズに対する的確な提案営業を行い、受注・売上の

確保に努めてまいります。

以下主なセグメントの業績についてご説明申しあげます。

（電源機器）

電源機器につきましては、電池業界および自動車関連業界などを中心に、様々なニーズにお応えすることで受注確

保に取り組んでまいりましたが、受注高は805百万円(前中間会計期間比1.7％減)となりました。一方、売上高は835百

万円(前中間会計期間比63.0％増)となりました。

今後につきましては、カーボンニュートラルの実現に寄与する高効率電源などの製品の更なる改良を進めるととも

に小型電源の拡販に力を入れ、受注・売上の確保に努めてまいります。

（表面処理装置）

表面処理装置につきましては、自動車関連業界、半導体関連業界などを中心に、新規・更新需要および既存装置の

改修需要の掘り起こしに注力してまいりましたが、受注高は1,004百万円（前中間会計期間比46.7％減）、売上高は

620百万円（前中間会計期間比25.4％減）となりました。

今後につきましては、引き続き新規・更新提案・IoT技術を活用した予防保全システムであるCCCS-M（当社製品名）

の提案および既存装置の改修提案により、受注・売上の確保に努めてまいります。

（電気溶接機）

電気溶接機につきましては、自動車関連業界、鋼製家具業界などを中心に、新規及び更新需要の掘り起こしに注力

してまいりました。その結果、受注高は314百万円（前中間会計期間比6.9％増）となりました。一方、売上高は320百

万円（前中間会計期間比3.3％減）となりました。

今後も社内の溶接実験設備の積極活用を継続し、変化する接合材料、接合工法の情報を収集するとともに解決策を

顧客視点で提供することで、受注・売上の確保に努めてまいります。
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（２）当中間期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

流動資産は、前事業年度末に比べて10.0％増加し4,264百万円となりました。これは、主として電子記録債権が

252百万円、仕掛品が225百万円増加したことなどによります。

固定資産は、前事業年度末に比べて11.8％増加し1,268百万円となりました。これは、主として有形固定資産が

238百万円増加したことによるものであります。

この結果、総資産は、前事業年度末に比べて10.4％増加し5,532百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前事業年度末に比べて22.9％増加し2,991百万円となりました。これは、主として契約負債が471百

万円増加したことによるものであります。

固定負債は、前事業年度末に比べて11.3％減少し334百万円となりました。

この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて18.3％増加し3,326百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前事業年度末に比べて0.3％増加し2,206百万円となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、期首時点に比べて55百万円減少し1,010

百万円となりました。当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、資金の増加は161百万円（前中間会計期間は収入69百万円）となりました。

収入の主な内訳は、契約負債の増加額471百万円、仕入債務の増加額117百万円などであり、支出の主な内訳は、

棚卸資産の増加額191百万円、売上債権の増加額106百万円などであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、資金の減少は189百万円（前中間会計期間は支出11百万円）となりました。

収入の主な内訳は、投資有価証券の売却による収入42百万円などであり、支出の主な内訳は、有形固定資産の取

得による支出232百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、資金の減少は26百万円（前中間会計期間は支出40百万円）となりました。

支出の主な内訳は、配当金の支払額26百万円などによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

記載の業績予想数値につきましては、2024年５月15日に公表いたしました内容を修正しております。詳細につきまし

ては、本日公表の「2025年３月期業績予想と実績値との差異および通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照願

います。

なお、記載の業績予想数値につきましては、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づき作成したものであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績は今後様々な要

因により業績予想とは異なる可能性があります。実際の業績に与え得る重要な要因には、当社の事業を取り巻く経済環

境、市場動向等が考えられます。
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２．中間財務諸表及び主な注記

（１）中間貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当中間会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,065,391 1,010,387

受取手形及び売掛金 835,512 689,403

電子記録債権 592,702 845,133

商品及び製品 198,505 183,585

仕掛品 869,193 1,094,767

原材料及び貯蔵品 195,780 176,327

その他 121,217 266,895

貸倒引当金 △300 △2,400

流動資産合計 3,878,003 4,264,100

固定資産

有形固定資産 288,871 527,353

無形固定資産 37,893 28,751

投資その他の資産

その他 809,045 718,900

貸倒引当金 △687 △6,410

投資その他の資産合計 808,358 712,490

固定資産合計 1,135,122 1,268,594

資産合計 5,013,126 5,532,694

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 227,936 193,568

電子記録債務 536,329 687,931

短期借入金 740,000 740,000

未払法人税等 20,659 29,660

契約負債 555,272 1,026,720

その他 354,868 313,665

流動負債合計 2,435,065 2,991,546

固定負債

退職給付引当金 197,394 202,247

その他 180,012 132,389

固定負債合計 377,407 334,637

負債合計 2,812,473 3,326,184

純資産の部

株主資本

資本金 503,000 503,000

資本剰余金 225,585 225,585

利益剰余金 1,282,255 1,333,849

自己株式 △17,025 △17,076

株主資本合計 1,993,815 2,045,358

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 206,837 161,152

評価・換算差額等合計 206,837 161,152

純資産合計 2,200,652 2,206,510

負債純資産合計 5,013,126 5,532,694



株式会社中央製作所(6846) 2025年３月期第２四半期(中間期)決算短信[日本基準](非連結)

5

（２）中間損益計算書

(単位：千円)
前中間会計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

売上高 1,916,978 1,934,372

売上原価 1,493,627 1,378,787

売上総利益 423,350 555,584

販売費及び一般管理費 406,849 509,536

営業利益 16,500 46,048

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 2,991 5,486

スクラップ売却益 502 2,467

その他 1,143 1,314

営業外収益合計 4,638 9,270

営業外費用

支払利息 3,067 3,399

為替差損 258 0

その他 2 -

営業外費用合計 3,327 3,399

経常利益 17,812 51,918

特別利益

固定資産売却益 3,799 -

投資有価証券売却益 - 38,394

特別利益合計 3,799 38,394

特別損失

固定資産処分損 0 986

特別損失合計 0 986

税引前中間純利益 21,611 89,326

法人税、住民税及び事業税 939 20,527

法人税等調整額 12,248 △9,839

法人税等合計 13,187 10,687

中間純利益 8,424 78,639
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（３）中間キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間会計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間純利益 21,611 89,326

減価償却費 21,843 24,368

貸倒引当金の増減額（△は減少） △124 7,823

退職給付引当金の増減額（△は減少） △22,244 4,853

前払年金費用の増減額（△は増加） △40,021 28,247

受取利息及び受取配当金 △2,993 △5,488

支払利息 3,067 3,399

固定資産処分損益（△は益） △3,799 986

投資有価証券売却損益（△は益） - △38,394

売上債権の増減額（△は増加） △262,803 △106,321

棚卸資産の増減額（△は増加） △222,857 △191,201

仕入債務の増減額（△は減少） 225,888 117,234

契約負債の増減額（△は減少） 258,493 471,448

その他 95,034 △236,272

小計 71,095 170,008

利息及び配当金の受取額 2,993 5,488

利息の支払額 △3,084 △3,533

法人税等の支払額 △1,878 △10,873

営業活動によるキャッシュ・フロー 69,125 161,090

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △15,550 △232,050

有形固定資産の売却による収入 4,363 -

投資有価証券の取得による支出 △146 △167

投資有価証券の売却による収入 - 42,512

その他 △173 442

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,507 △189,264

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △40,000 -

配当金の支払額 - △26,779

その他 △149 △50

財務活動によるキャッシュ・フロー △40,149 △26,830

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 17,468 △55,004

現金及び現金同等物の期首残高 979,060 1,065,391

現金及び現金同等物の中間期末残高 996,529 1,010,387
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（４）中間財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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３．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

(1)生産実績

当中間会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高（千円） 前年同中間期比（％）

電源機器 752,617 △10.4

表面処理装置 1,098,954 30.3

電気溶接機 313,473 △7.5

その他 148,766 △29.5

合計 2,313,811 3.6

（注）金額は、販売価格によっております。

(2)受注実績

当中間会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円）
前年同中間期比

（％）
受注残高（千円）

前年同中間期比
（％）

電源機器 805,886 △1.7 974,465 △21.7

表面処理装置 1,004,819 △46.7 2,351,916 17.7

電気溶接機 314,287 6.9 183,302 53.1

その他 274,622 94.2 268,664 24.5

合計 2,399,615 △23.6 3,778,349 5.6

(3)販売実績

当中間会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（千円） 前年同中間期比（％）

電源機器 835,096 63.0

表面処理装置 620,080 △25.4

電気溶接機 320,432 △3.3

その他 158,762 △34.6

合計 1,934,372 0.9


